
白 

寿
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

電
話　

七
五
―
三
二
三
二
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令
和
４
年
度 

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催 

創
立
�

周
年 

記
念
式
典
と
芸
能
発
表
大
会
は
、
⓾
月
７
日
㈮ 

⓾
時

よ
り
〝
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
青
森
〟
で
開
催
し
た
。

藤
崎
町
老
連
か
ら
は
、
表
彰
者
（
３
団
体
と
個
人
９
名
）

町
老
連
役
員
（
５
名
）
合
計
⓱
名
が
出
席
し
た
。

当
日
は
、
町
の
福
祉
バ
ス
を
利
用
し
て
、
両
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
乗
車
、
予
定
通
り
８
時
㉚
分
出
発
し
た
。

昨
日
、
岩
木
山
と
八
甲
田
山
で
平
年
よ
り
２
週
間
程
早
く

初
冠
雪
が
観
測
さ
れ
た
。
朝
の
気
温
が
６
度
で
肌
寒
く
、
出

席
者
は
「
昨
日
ま
で
半
袖
、
今
日
は
長
袖
」「
扇
風
機
か
ら

ス
ト
ー
ブ
に
な
っ
た
」〝
さ
む
い
さ
む
い
〟
と
挨
拶
を
交
わ

し
て
い
た
。

バ
ス
が
発
車
し
て
、
会
長
が
今
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
布

し
て
日
程
な
ど
説
明
し
た
。
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
青
森
に

９
時
㉚
分
到
着
、
記
念
撮
影
の
後
会
場
入
り
し
た
。

開
会
の
言
葉　

県
老
連
副
会
長　

上
山　

キ
エ

た
だ
今
か
ら
令
和
４
年
度  

県
老
連
創
立
�
周
年
記
念
式

典
並
び
に
、
県
老
連
芸
能
発
表
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

主
催
者
挨
拶　

県
老
連
会
長　
　

斎
藤　

昇
一

県
老
連
が
昭
和
㊲
年
９
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
�
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
歴
代
会

長
は
じ
め
役
員
と
会
員
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
の
賜
も
の

と
、
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
受
賞
さ
れ

ま
す
皆
様
方
に
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
精
進
に
対
し
、
敬
意

と
感
謝
を
表
す
る
と
共
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
の
芸
能
発
表
大
会
は
、
３
年
ぶ
り

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
下

さ
い
。
お
互
い
に
睦
み
あ
い
助
け
合
い
互
い
に
支
え
合
い
、

時
代
を
超
え
て
若
者
と
も
交
流
し
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
場

所
が
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆

様
の
一
層
の
ご
健
勝
と
更
な
る
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま

し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

表
　
彰

町
老
連
関
係
で
は
、下
記
の
通
り
３
団
体
・９
個
人
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
県
老
連
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞

◦
矢
沢
長
寿
会　
　
　

    （
清
野
草
名
義
会
長
）

◦
館
川
シ
ニ
ア
倶
楽
部
（
木
村
ト
モ
子
会
長
）

◦
常
盤
養
命
会　
　
　

    （
三
上 

一 

会
長
）

☆
県
老
連
個
人
功
労
賞

◦
木
村
美
智
子
（
町
老
連
副
会
長
）

◦
神　
　

昭
子
（
町
老
連
副
会
長
）

◦
佐
々
木
了
子
（
町
老
連
監
事
）

◦
竹
嶋　

逞
子
（
仲
町
登
喜
和
会
長
）

◦
田
澤　

順
子
（
曲
新
田
健
老
会
長
）

◦
坂
岡　

明　

 

（
榊
壮
寿
会
第
２
会
長
）

◦
相
坂
ナ
ツ
エ
（
白
子
高
砂
会
長
）

◦
白
戸　

治　

 

（
東
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
）

☆
特
別
感
謝

◦
舘
山　

新
一
（
県
老
連
監
事
・
藤
崎
町
老
連
会
長
）

祝
　
辞　

青
森
県
知
事 

三
村
申
吾 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
読 

高
齢
福
祉
保
健
課
長
）

本
日
は
、
県
老
連
�
周
年
記
念
式
典
及
び
芸
能
発
表
大
会

が
、
こ
の
よ
う
に
盛
会
裡
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
子
ど
も
達
の
見
守
り
や
、
健

康
づ
く
り
、
世
代
間
交
流
・
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動

や
地
域
の
福
祉
を
推
進
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
人
と
人
・
人
と

社
会
・
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
と
地
域
と
共
に
創
っ
て
い

く
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。
皆
様

は
、
日
頃
か
ら
生
活
を
豊
か
に
す
る
知
識
や
経
験
を
生
か
し

た
社
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ら
れ
ま
す
。

創
立
�
年
と
永
き
に
亘
り
地
域
を
基
盤
と
し
た
仲
間
づ
く

り
を
通
し
て
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
諸
団
体
と
共
同

し
て
の
社
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

続
い
て
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
長 

高
杉
金
之
助
氏
と
県

共
同
募
金
会
長 

元
木
篤
子
氏
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

特
別
出
演

「
～
津
軽
の
響
き
～
」　

津
軽
三
味
線
奏
者　

山
上　

進

三
味
線
で
縄
文
の
曲
・
尺
八
で
〝
ふ
る
さ
と
〟
な
ど
熱
演

の
中
で
「
若
さ
の
秘
訣
は
、
い
つ
も
挑
戦
す
る
こ
と
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

芸
能
発
表
大
会

　

郡
市
代
表
に
よ
る
舞
踊
な
ど
⓮
演
目
の
発
表
が
あ
っ
た
。

      （
中
南
地
区
か
ら
は
大
鰐
町
の
熊
野
虎
蔵
氏
が
舞
踊
を
披
露
し
た
）

　
閉
　
会
　
⓬
時
㊵
分
予
定
通
り
全
日
程
が
終
了
し
た
。

　
帰
　
路　
〝
た
か
久
〟で
昼
食
を
摂
り
、浪
岡
の  

ア
ッ
プ
ル

　
　
　
　
　

ヒ
ル
ズ
で
休
憩
し
、⓯
時
㉚
分
に
到
着
し
た
。

⓾
月
⓭
日
㈭
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
二
〇
二
四
年
の
後
半
か
ら

〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
〝
健
康
保
険
者
証
〟
の
機
能
を

持
た
せ
、
現
行
の
健
康
保
険
者
証
は
廃
止
す
る
と
発
表
さ
れ

た
。（
ま
だ
、
決
定
し
て
い
な
い
）

現
在
〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〟
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
し
ょ
う

行
な
わ
れ
、
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
⓬
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
ポ
イ
ン
ト
取
得
の
手
続
き
す

れ
ば
、
二
万
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
。

藤
崎
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
と
受
領
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
対
応
し
ま
す
。

◎
休
日
対
応
を
行
い
ま
す　
　
　
　
　
　
　

　

○
⓫
月
⓳
日
㈯ 

午
前
９
時
～
午
後
２
時

　

○
⓫
月
㉖
日
㈯ 

午
前
９
時
～
正
午

　

☆
場　

所　
　

 

役
場
住
民
課
住
民
係
窓
口

　

※
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。但
し
、⓫
月
⓳
日
は

　
　

予
約
不
要
で
す
。

◎
平
日
の
窓
口
延
長
を
行
い
ま
す

　
　
　
　

⓾
月
⓳
日
㈬
以
降
の
毎
週
水
曜
日

4

4

4

と
木
曜
日

4

4

4

は
、

　
　
　
　

午
前
８
時
⓯
分
～
午
後
７
時
ま
で
、窓
口
対
応
し

　
　
　
　

ま
す
。（
祝
日
は
除
く
）

　

※
申
請
の
場
合
は
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

受
領
の
場
合
は
予
約
不
要
で
す
。

◎
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す

　

○
⓫
月
⓬
日
㈯
午
前
９
時
～
午
前
⓫
時
㉚
分

　
　
　
　
　
　
　

イ
オ
ン
藤
崎
店　

２
階

　

○
⓫
月
⓱
日
㈭
午
前
９
時
～
午
前
⓫
時
㉚
分

　
　
　
　
　
　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
役
場
住
民
課
で
の
受
取
と
な
り
ま
す
。

◎
共
通
事
項

　

☆
申
請
時
の
準
備
物

　
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書（
な
い
場
合
は
不
要
）　

　
　

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

　

☆
お
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係　

℡
�
ー
八
一
六
三

11 月　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻

1 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

2 水 老連役員会 10:00
3 木 文化の日
4 金
5 土
6 日
７ 月 芸能部 12:00

8 火
全老連創立 60 周年式典（東京）
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

9 水 茶道部 13:00
10 木 囲碁・将棋部 12:30
11 金
12 土
13 日

14 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

15 火 日本舞踊部 12:00
16 水

17 木
囲碁・将棋部 12:30
レクダンス部 13:00

18 金 広報委員会 13:30
19 土 秋祭り
20 日 秋祭り
21 月 芸能部 12:00
22 火 囲碁・将棋部 12:30
23 水 勤労感謝の日
24 木 囲碁・将棋部 12:30
25 金
26 土
27 日
28 月 芸能部 12:00

29 火 【白寿】配布日 ９時以降
囲碁・将棋部 12:30

30 水 茶道部 13:00

　
令
和
４
年
度 
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

創
立
�
周
年
記
念
式
典
・
芸
能
発
表
大
会

　

 　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
縮
小
し
開
催

日時と場所

　
山
上   

進
氏

　
三
味
線
演
奏
ば

か
り
で
無
く
、
横

笛
と
太
鼓
を
同
時

に
演
奏
し
喝
采
を

う
け
た
。

表彰を受けた代表者の方々

松　茸
季節：秋

熊
野
虎
蔵
氏
（
大
鰐
町
）

　
中
南
地
区
の
代
表
で
出
演
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
華
麗
な
踊
り

で
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。
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海
野
比
呂
子

竹
棒
を
は
だ
し
で
の
ぼ
る
五
歳
の
子

　
　
　

唐
ま
で
見
ゆ
る
か
そ
の
高
み
よ
り浅

利
　
茂
雄

日
本
語
の
読
み
を
間
違
う
巨
大
局

　
　
　

誰
も
語
ら
ず
不
正
横
行

藤
村
み
ち
女

新
刊
の
並
ん
だ
平
台
時
の
顔

　
　
　

ペ
ー
ジ
め
く
り
て
時
や
忘
る
る

清
水
稼
志
男

重
く
な
る
木
箱
収
穫
せ
し
り
ん
ご

　
　
　

継
ぐ
子
無
き
老
い
離
農
せ
し
友

 　

五
十
年
と
二
百
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　

透

沖
縄
返
還
五
十
年
と
言
う
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
は
そ
の
話
題

で
持
ち
き
り
で
あ
る
。

　

五
十
年
前
に
大
学
の
教
室
の
一
隅
で
何
人
か
の
同
級
生
が

沖
縄
返
還
の
事
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。同
級
生
の
中
に
、数

人
の
沖
縄
県
出
身
者
が
居
た
の
で
お
祝
い
を
述
べ
て
い
た
の

で
あ
る
。そ
の
後
、そ
の
中
の
一
人
が
同
じ
医
局
に
入
局
し
た

の
で
、い
ろ
い
ろ
な
苦
労
話
や
ら
自
然
の
美
し
さ
や 

ま
た
風

習
の
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

縁
な
の
で
あ
ろ
う
か
。彼
の
結
婚
式
も
含
め
て
、何
度
か
沖

縄
へ
出
向
い
た
。あ
れ
か
ら
五
十
年
と
言
う
こ
と
で
、感
慨
深

い
も
の
で
あ
る
。

さ
て
【
白
寿
】
二
百
号
の
方
は
東
奥
日
報
を
見
て
い
た
ら
、

五
月
分
の
発
行
で
二
百
号
を
迎
え
た
そ
う
で
少
々
び
っ
く
り

し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
よ
り
⓱
年
間
に
わ
た
り
数
々
の
事

を
伝
え
て
き
て
お
り
、
会
員
の
中
に
は
【
白
寿
】
の
発
行
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
い
。
途
中
か
ら
前
老
連
会
長

の
高
木
尚
先
生
や
現
老
連
会
長
の
舘
山
新
一
さ
ん
達
に
励
ま

さ
れ
私
が
新
聞
に
参
加
出
来
た
こ
と
は
、
今
に
し
て
思
え
ば

嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
編
集
に
携
わ
る
大
川
雄
弘
氏
な
ど
に

は
私
の
文
章
が
稚
拙
で
あ
っ
た
り
、
構
成
が
不
備
で
あ
っ
た

り
で
御
苦
労
を
お
か
け
し
て
冷
や
汗
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
五
十
年
も
二
百
号
も
大
変
に
お
め
で
た
い
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
出
来
得
る
限
り
【
白
寿
】
が
続
く
こ
と

を
心
よ
り
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

 

私
は
古
希
の
記
念
事
業
と
し
て
自
分
の
知
っ
て
い
る
歌

の
歌
詞
を
書
く
こ
と
に
し
た
。
即
ち
歌
謡
集
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
た
。
私
は
若
い
時
に
、
青
森
・
岩
手
・
宮
城
の
三
県

に
ま
た
が
っ
て
、
四
十
年
間
も
歩
い
た
の
で
、
地
元
集
落
の

唄
も
か
な
り
聞
い
た
。
四
十
曲
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
、
知
っ
て
い
る
歌
の
歌
詞
を
書
い
て
い
っ
た
。

す
る
と
一
年
目
の
昭
和
五
十
六
年
の
終
わ
り
に
は
、
何
と
百

曲
も
越
え
た
の
で
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
。

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
聞
い
た
歌
の
中
で
知
っ
て
い

る
歌
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
聞
い
て
書
い
た
。
そ
し
て
二
年
目

五
十
七
年
の
終
わ
り
に
は
百
八
十
曲
位
に
な
っ
た
。
三
年
目

の
五
十
八
年
に
な
っ
て
書
こ
う
と
し
た
処
、
何
だ
か
前
に
書

い
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
や
は
り

書
い
て
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
重
複
を
簡
単
に
防
ぐ
方
法
を
考

え
る
こ
と
に
し
た
。
歌
謡
集
の
一
番
前
に
「
見
出
し
表
」
を

作
る
こ
と
に
し
た
。
見
出
し
表
に
は
五
十
音
順
に
題
名
を
書

い
て
通
し
番
号
を
つ
け
る
。
歌
集
の
本
文
は
、
番
号
と
題
名

を
書
き
、
次
に
歌
詞
を
書
く
こ
と
に
し
た
。
歌
詞
を
書
く
場

合
に
、
ま
ず
見
出
し
表
に
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
始
め

て
見
出
し
表
に
番
号
と
題
名
を
書
く
こ
と
に
し
た
。

年
度
の
終
わ
り
に
は
、
二
百
五
十
曲
、
五
十
九
年
に
は
十

月
末
で
三
百
六
曲
に
な
っ
た
。

三
百
六
曲
も
歌
を
覚
え
て
い
る
な
ん
て
信
用
さ
れ
な
い
と

言
う
人
が
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
参
考
ま
で
に
「
ア
」

の
部
に
書
い
た
題
名
を
発
表
し
よ
う
。

①
「
愛
国
行
進
曲
」  　
　
　

②
「
会
津
磐
梯
山
節
」

③
「
ア
カ
シ
ヤ
の
雨
」　　

 

④
「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」

⑤
「
秋
田
長
持
唄
」　　
　

 

⑥
「
明
日
は
お
立
ち
か
」

⑦
「
愛
し
ち
ゃ
っ
た
の
よ
」
⑧
「
あ
な
た
一
筋
」

⑨
「
赤
城
の
子
守
唄
」　　

 

⑩
「
赤
い
グ
ラ
ス
」

⑪
「
あ
き
た
オ
バ
コ
節
」　 

⑫
「
愛
の
終
着
駅
」

⑬
「
鰺
ヶ
沢
甚
句
」　　
　

 

⑭
「
赤
い
ラ
ン
プ
の
終
列
車
」

⑮
「
秋
田
小
原
節
」　　
　

 

⑯
「
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
」

⑰
「
秋
田
舟
方
節
」　　
　

 

⑱
「
愛
染
か
つ
ら
」

⑲
「
雨
の
ブ
ル
ー
ス
」　　

 

⑳
「
青
い
山
脈
」

　　

動
き
だ
し 

大
工
仲
間
で
左
甚
五
郎  

日
本
一
ダ
ァ
ネ

六
番「
ハ
ァ
で
は
六
つ
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　

無
理
な
仕
置
き
と
ね
め
つ
け
て
ー
エ
ー
エ　

可
愛
や
五

　
　

郎
市
差
し
あ
げ
て 

石
川
や
ー
ア
ー
ア 

浜
の
真
砂
は
つ

　
　

き
る
と
も 

世
に
盗ぬ
す
び
と人
の
種
は
つ
き
ま
じ
ー 

と
辞
世
残

　
　

し
た
泥
棒
仲
間
で 

石
川
五
右
衛
門
が 

日
本
一
ダ
ァ
ネ

七
番「
ハ
ァ
で
は
七
つ
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　

難
波
戦
記
で
名
も
高
い
ー
イ
ー　

関
東
百
万
騎
を
驚
か

　
　

し 

軍
士
仲
間
で 

真
田
親
子
は 

日
本
一
ダ
ァ
ネ

八
番「
ハ
ァ
で
は
八
つ
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　

や
さ
し
い
姿
の
徳
川
天
坊
ー
オ
ー　

こ
い
つ
又
怪
し
と

　
　

ね
め
つ
け
れ
ァ
ー 

奉
行
仲
間
で
大
岡
越
前
が 

日
本
一

　
　

だ
ァ
ネ

九
番「
ハ
ァ
で
は
九
つ
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　

子
分
も
つ
れ
ず
に
唯
一
人　

水
野
の
屋
敷
に
乗
り
込
ん

　
　

で 

五
尺
の
身か
ら
だ体
六
尺
に
し
て 

鯉
の
意
気
地
と
な
ぞ
ら

　
　

え
た 

侠
客
仲
間
で
幡
随
院
長
兵
衛
が 

日
本
一
ダ
ァ
ネ

十
番「
ハ
ァ
で
は
十
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　

時
は
大
正
元
年
の
ー
オ
ー
オ
ー　

薨こ
う
き
ょ去
ま
せ
し
そ
の
時

　
　

に〝
御
跡
し
た
い
て
我
は
行
く
な
ァ
り
〟と
辞
世
残
し
た

　
　

将
軍
仲
間
で 

乃
木
の
大
将
が 

日
本
一
ダ
ァ
ネ

　

以
上
で
す
が
、こ
の
唄
の
中
に
浪
曲
が
、ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
歌

わ
れ
て
い
る
の
が
、な
か
な
か
面
白
い
と
思
う
。

先
日
、
私
の
友
人
に
こ
の
歌
謡
集
の
事
を
話
し
た
ら
、
ぜ

ひ
見
せ
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
見
せ
た
。
そ
し
た
ら
「
日

本
一
の
唄
」
の
歌
詞
が
と
て
も
良
く
て
好
き
だ
か
ら
歌
っ
て

教
え
て
く
れ
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

我
々
高
齢
者
は
、
こ
れ
か
ら
農
作
業
が
終
わ
る
と
退
屈
な

日
々
が
続
く
か
ら
、
自
分
の
覚
え
て
い
る
歌
を
書
い
て
歌
謡

集
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

忘
年
会
や
新
年
宴
会
な
ど
に
歌
謡
集
を
持
っ
て
い
っ
て
、

そ
れ
を
見
な
が
ら
楽
し
く
歌
い
た
い
で
す
ね
。
老
人
ク
ラ
ブ

の
芸
能
部
の
会
合
が
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
芸
能

部
の
会
合
に
、
私
も
参
加
し
て
皆
と
一
緒
に
ガ
リ
バ
ン
で
刷す

っ
た
「
日
本
一
の
唄
」
を
歌
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
も
暇
を
み
て
自
分
の
知
っ
て
い
る
歌
を
書
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

㉑
「
あ
だ
情
」　　
　
　
　

㉒
「
秋
田
音
頭
」

㉓
「
哀
愁
列
車
」
以
上
二
十
三
曲
で
す
。
こ
れ
で
大
体
ど

の
位
の
曲
を
書
い
た
か
想
像
が
つ
く
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
書
い
た
三
百
六
曲
の
中
で
私
の
最
も
好
き
な
唄

は
「
日
本
一
の
唄
」
だ
。
こ
の
唄
は
私
が
従
軍
し
て
、
中
国

の
上
海
に
あ
る
師
団
司
令
部
に
勤
務
し
て
い
た
時
に
、
昭
和

二
十
年
十
月
、終
戦
後
の
兵
隊
に
仕
事
が
な
く
な
っ
た
の
で
、

私
の
所
属
し
て
い
る
勝
師
団
と
隣
の
鳶と
び

師
団
が
各
⓯
名
ず
つ

選
出
し
、
師
団
対
抗
の
演
芸
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
時
、

勝
師
団
か
ら
出
演
し
た
⓯
名
の
中
に
、
私
の
友
人
の
秋
田
県

大
館
市
出
身
の
日
景
上
等
兵
が
お
り
、こ
の
「
日
本
一
の
唄
」

を
歌
っ
て
入
賞
し
た
。
こ
の
唄
は
、
そ
の
時
始
め
て
聞
い
た

唄
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
珍
し
く
歌
詞
の
中
に
浪
曲
が
入
っ
て

面
白
い
の
で
、
早
速
、
日
景
上
等
兵
に
歌
詞
を
書
い
て
も
ら

っ
た
。
今
で
も
時
々
退
屈
な
時
に
こ
の
唄
を
歌
っ
て
い
る
。

　

先
般
、町
老
人
ク
ラ
ブ
の
大
会（
当
時
は
芸
能
部
が
主
催
）

の
時
に
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、私
が
こ
の
日
本
一
の
唄
の

六
番
と
十
番
の
二
つ
だ
け
歌
っ
た
。こ
の
日
本
一
の
唄
は
、数

え
唄
で
日
本
一
の
男
を
十
人
並
べ
て
歌
う
の
で
す
。本
当
は
、

音
頭
を
と
る
人
と
、歌
う
人
と
二
人
ひ
と
組
で
歌
う
の
で
す

が
、日
景
上
等
兵
は
ひ
と
り
二
役
で
歌
っ
て
い
た
。

　

日
本
一
の
唄
の
歌
詞
は
次
の
通
り
で
す
。

　
「
音
頭
取
り
」が
最
初
の
部
分
を
歌
う
と「
歌
い
手
」が
次
の

様
に
歌
い
ま
す
。

一
番「
ハ
ァ
で
は
一
つ
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　

人
々
見
上
げ
る
楠
木
が
ア
ー
ア
ー　

忠
義
の
二
字
は 	

　
　

四
十
七
士 

君
に
忠
義
は
楠
木
親
子
が 
日
本
一
ダ
ァ
ネ

二
番「
ハ
ァ
で
は
二
つ
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　

富
士
の
裾
野
の
狩
倉
に
イ
ー
イ
ー 

十
八
年
が 
雨
つ
風

　
　

敵
討
ち
で
は
蘇
我
の
兄
弟 

日
本
一
ダ
ァ
ネ

三
番「
ハ
ァ
で
は
三
つ
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　

醜
い
姿
の
不か
た
わ具
で
も
ー
オ
ー
オ　

馬
術
で
名
前
を
残
せ

　
　

し
は 

愛
宕
の
山
は
男
坂 

馬
に
て
乗
り
上
げ
乗
り
下
り

　
　

馬
術
で
名
前
を
残
し
た
曲
垣
平
九
郎 

日
本
一
ダ
ア
ネ

四
番「
ハ
ァ
で
は
四
つ
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　

夜
は
笛
吹
く
按
摩
で
も
ー
オ
ー
オ　

医
学
で
名
前
を
残

　
　

せ
し
は 

世
は
逆
さ
ま
の
竹
の
杖 

木
綿
着
物
に
小
倉
の

　
　

帯 

按
摩
安あ
ん
ぷ
く腹
も
み
療
治　

下
手
で
未
熟
で
そ
の
値
は

　
　

高
い
ぞ
と 

ど
っ
と
末
に
と
な
る
な
れ
ば 

出
雲
に
丹
波

　
　

の
神
を
向
う
に
立
て
て 

お
医
者
問
答
い
た
し
た
る 

お

　
　

医
者
仲
間
で
は
薮
居
玄
医
が 

日
本
一
ダ
ァ
ネ

五
番「
ハ
ァ
で
は
五
つ
と
セ
ー
エ
ー
エ
ー
ハ
イ
」

　
　
色
よ
く
分
か
れ
た
甚
五
郎
が
ー
ア
ー
ア  

刻
み
し
彫
刻

　

◆
休
載
の
お
知
ら
せ

「
古
文
書
に
学
ぶ
」〝
百
姓
往
来
絵
紗
〟は
、紙
面
ス
ペ
ー
ス
の

関
係
で
休
載
し
ま
す
。な
お〝
百
姓
往
来
絵
紗
〟の
㉓
回
目
は
、

⓬
月
号
で
最
終
回
に
と
な
り
ま
す
。

◇
◇ 

短
　
歌 

◇
◇

先
輩
に
学
ぶ
　
㉙
　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　
第
三
号 

昭
和 

�
年
度
　
⑯

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

128

歌
謡
集
の
作
成

　
　
　
　
　
船
場
　
小
笠
原
銀
三


